
 

 

 

 

 

 StandardODFの結果を表示解析する 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

 Ver1.04 
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Ver1.01 2017/04/19 ValueODFVF に渡す TPFファイル不良修正 

* Ver1.02 2018/07/19 hkluvwlistDisplayを追加 

*Ver1.03 2019/06/25 StandardODFExportInput,hkllistDisplay追加 

*Ver1.04 2020/07/23 Windows10 表示極点図間の隙間修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 金属などＣｕｂｉｃのＯＤＦ解析にＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦが利用されている。 

   ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでは、ＯＤＦ解析はＯＤＦＣＡＬで行われ、解析結果の表示に 

   等高線描画ＯＤＦＰＬＯＴが用いられる。 

   ＣＴＲソフトウエアでは、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの結果の解析Ｔｏｏｌを提供している。 

   解析結果のＥｒｒｏｒ評価に、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ 

   極点図描画は、ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅを介してＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙ 

   逆極点図の描画解析に、ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ 

   ＯＤＦ図の解析に、ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ２，ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ 

   この複数のソフトウエアを１つのソフトウエアから起動出来る様にしました。 

  

 

  

  

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析後、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦＥｘｐｏｒｔＩｎｐｏｒｔソフトウエアで 

 解析結果をＥｘｐｏｒｔし、Ｏｕｔｍａｘ．ｔｘｔファイルを指定後 

 上記表示の各種ソフトウエアで解析を行います。 

 

 

  

 説明書は、全てのソフトウエアで、 

  

   Help->Manual->Manualで参照出来ます。 

 

 

 



ソフトウエアの起動法 

 C:¥CTR¥bin¥StandardODFDisplay.jarを直接 

 

 ODFPoleFigure2(ODFPoleFigure1.5)->TooKit->StandardODFTools->StandardODFDisplay 

 解析結果を C:¥ODFから作業領域に Exportし、StandardODFDisplayを開始します。 

  

  Outmax.txtを選択 

  

 

   各種解析を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 



実施例 

 DATA:    CTR¥DATA¥ODFPoleFigure2 

 Random:  CTR¥DATA¥Al-powder-random 

 

Randomファイル TABLEを作成 

 

 ＴＸＴ２で作成された TXT2ファイルを同時選択 

   

 ｒａｎｄｏｍファイル TABLEが作成される 

  

 

 

 

 

 

 



ODFPoleFigure2 ファイルを極点処理 

 解析を行う極点図を複数選択 

 

 Rp%の最小化を指定して、計算 

 

 

 最適化されたＲｐ％による補正が完了する。 

 

Ｒｐ％が５．２２％から４．４２％へ改善されている。 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの入力ファイルを作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 Materialで Aluminumを選択 

 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦを指定 常時ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦを使う場合、Condition saveを行う。 

  

 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

 

 極点図の範囲指定（１５－＞９０）で測定の場合、９０－１５＝７５を指定 

  

 入力極点図と同じ極点図を再計算する 

 

 計算を実行する。 

 

  

 この値が、Ｏｕｔｍａｘ．ＴＸＴに登録される。 

 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでは、上記Ｏｕｔｍａｘ．ＴＸＴファイルを選択する。 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦＴｏｏｌｓを表示 

ODFPoleFigure2(ODFPoleFigure1.5)->TooKit->StandardODFTools 

 

解析結果の退避 

 

退避するホルダを指定 

  

Ｃｏｐｙを開始 

 でＣｏｐｙが終了する。 

 



退避したＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの結果を解析 

 Ｏｕｔｍａｘ．ＴＸＴを選択すると。再計算極点図が表示される。 

 

ValueODFVFでエラー評価（±１．５％以内で正常） 

 

 入力データは、DATA10と ODF13 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで最適化されたＲｐ％に近いエラーが得られる。 

 詳細は、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ説明書を参照してください。 

 

 直接、ＯＤＦＡｆｔｅｒの ValueODFVFと若干異なった Errorになります。 

 原因は、StandardODFDisplayでは、途中ＴＰＦファイルに変換しますが、この変換で 

 小終点以下２桁に丸められている事。 



GPPoleDisplayで再計算極点図の等高線描画 

 

 

 入力データは ODF13を CTRの TXT2ファイル形式に変換 

 機能詳細は、ＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙ説明書を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ 

 

 

 

 入力データは ODF16 

 機能詳細は、ＩｎｖｅｒｓｅＤＦｉｓｐｌａｙソフトウエア説明書を参照してください。 

 



ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ２ソフトウエア 

 

 

 入力データは、ODF15を LaboTexの TXTファイル形式に変換し表示 

 機能詳細は、ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ２説明書を参照してください。 

 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

 

 入力データは ODF15を LaboTexの TXTファイル形式に変換 

機能詳細は、ＧＰＦＤｉｓｐｌａｙ説明書を参照してください。 

 

 機能を使う前に、結晶方位計算を行います 

  

  normalize list では結晶方位の多重性を考慮した計算が行われます。 

  方位によって、４：２：１の方位を０．５：１：２の係数で計算します。 

 

 



結晶方位計算 

 結晶方位計算結果のグラフ表示ｈｋｌｕｖｗｌｉｓｔＤｉｓｐｌａｙで表示 

  

 

 

 

ｈｋｌｕｖｕｗｌｉｓｔＤｉｓｐｌａｙでは最大 8Ｆｉｌｅの表示、印刷が可能 

 

 

 

 

 

 



同一試料をＬａｂｏＴｅｘとＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで比較すると 

 

 

同一ＯＤＦで別の試料を解析した表示も同一の手順で可能になります。 

 


